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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室の浴槽の上方の天井に浴室暖房機を設置し、浴室内の空気を吸い込み口から吸い込
んで吹き出し口から温風を吹き出して浴室内を暖房する循環用ファンと、温水のミストを
噴霧するミストノズルと、循環用ファンにより通風される空気を熱源機からの温水にて加
熱する温風用熱交換器と、温風用熱交換器への温水の供給を開閉する暖房用開閉弁と、浴
室温度を検知する浴室温度サーミスタと、ミストノズルに連通されて水道水のような上水
が供給されるミスト用給水管路と、ミスト用給水管路を流れるミスト用の水を熱源機から
の温水にて加熱するミスト用熱交換器と、熱源機からの温水をミスト用熱交換器に供給す
るミスト加熱用加熱管路と、ミスト加熱用管路を流れる温水の流れを制御する比例弁と、
を具備し、ミストノズルから温水のミストを噴霧すると共に温風を吹き出し口から吹き出
して浴室の洗い場に居る入浴者がミストサウナ浴をし得るようにすると共に、ミストノズ
ルのミストを噴出する向きを洗い場側に向けて固定的に設け、吹き出し口から吹き出す温
風の向きを可変し得る風向可変手段を設けるとともに、ミストノズルから温水のミストを
噴霧すると共に吹き出し口から温風を吹き出してミストサウナ浴をするとき風向可変手段
により温風の吹き出す風向を変えることによって温風の吹き出し方向に温水のミストの飛
翔方向を沿わせて温水のミストの飛翔方向を可変し得るようにしたミストサウナ装置であ
って、浴室温度サーミスタで検知する浴室温度から設定温度を減算してなる温度偏差が大
きい程、循環用ファンの風量レベルを小さくし、循環用ファンの風量レベルを小さくして
も温度偏差が大きくなって行く場合には、循環用ファンの回転を継続した状態で比例弁の
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開度を絞ってミスト噴霧温度を下げることを特徴とするミストサウナ装置。
【請求項２】
　風向可変手段は風向スイッチの操作により可動ルーバーを回動して温風の吹き出す風向
を変更することを特徴とする請求項１に記載のミストサウナ装置。
【請求項３】
　ミストノズルより洗い場側に温風の吹き出し口を配置し、ミストノズルから温水のミス
トを噴霧すると共に吹き出し口から温風を吹き出してミストサウナ浴をする際に、吹き出
し口から下方に温風を吹き出すようにしたときには吹き出し口から吹き出す温風がエアー
カーテンとなって洗い場側にミストが行きにくいようにしたことを特徴とする請求項２記
載のミストサウナ装置。
【請求項４】
　スイッチの操作でミストノズルのミストの噴出量の強弱を切り替えるミスト量切り替え
手段を設けたことを特徴とする請求項１または請求項３記載のミストサウナ装置。
【請求項５】
　温風用熱交換器に循環用ファンで送風することにより得られた温風を吹き出し口から吹
き出すようにし、循環用ファンの風量を変えて吹き出し口から吹き出す温風の風量を変え
ることにより浴室の温度を制御するようにしたことを特徴とする請求項１乃至請求項４の
いずれかに記載のミストサウナ装置。
【請求項６】
　浴室の温度を吹き出し口から吹き出す温風の風量で制御するようにし、吹き出し口から
吹き出す温風の風向を洗い場側に向けて強力なミストサウナ浴をするときはスイッチ操作
で浴室の設定温度を高くして温風の送風量を増大させられるようにしたことを特徴とする
請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のミストサウナ装置。
【請求項７】
　吹き出し口から下方に温風を吹き出すように風向を変えて温風のエアーカーテンでミス
トが洗い場側に行きにくいようにしてマイルドなミストサウナ浴をするとき、スイッチ操
作でミスト噴出量が弱になるようにミスト量切り替え手段を切り替えられるようにしたこ
とを特徴とする請求項３または請求項４に記載のミストサウナ装置。
【請求項８】
　ミスト量切り替え手段は２個のミストノズルから温水のミストを同時に噴霧するか２個
のミストノズルの一方から温水のミストを噴霧するかで切り替えることを特徴とする請求
項４乃至請求項７のいずれかに記載のミストサウナ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室内にミストノズルから温水のミストを噴霧すると共に吹き出し口から温
風を吹き出してミストサウナ浴を行なうようにしたミストサウナ装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、浴室の浴槽の上の天井に設置して浴室の暖房や浴室の乾燥や浴室の換気や浴室の
送風を行うようにした浴室暖房乾燥機において、浴室内に温水のミストを噴霧してミスト
サウナ浴もできるようにしたミストサウナ機能付浴室暖房乾燥機（例えば特許文献１、特
許文献２参照）が提案されている。
【０００３】
　かかるミストサウナ機能付浴室暖房乾燥機ではミストノズルから温水のミスト噴霧する
と共に吹き出し口から温風を吹き出すことによりミストサウナ浴ができるようになってい
る。またミストノズルからミストを噴出する向きを変えられるが、ミストノズルの向きを
変えるだけではミストの飛翔方向を規制したりできなく、入浴者の上半身にミストを浴び
たり、下半身にミストを浴びたり、湿度だけを上げて身体にミストを浴びたくないという
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使い方ができない。
【特許文献１】特開２００２－３３６３２７号公報
【特許文献２】特開２００３－３１０６９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、入浴者のミストサウナへの要求は様々であり、例えば以下の要望がある
。
（１）長時間のミスト入浴が困難な程の強力な温熱感の体に負担のかかるサウナ入浴をし
たい。
（２）逆に低温でミストにかからない状態での高湿環境で体に負担のかからないサウナ入
浴を長時間したい。
【０００５】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、洗い場の一定位置に居な
がら様々の形態のミストサウナ浴を行なうことができるミストサウナ装置を提供すること
を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記課題を解決するために本発明の請求項１のミストサウナ装置は、浴室１の浴槽２の上
方の天井３に浴室暖房機Ａを設置し、浴室１内の空気を吸い込み口１９から吸い込んで吹
き出し口５から温風を吹き出して浴室１内を暖房する循環用ファン１１ａと、温水のミス
トを噴霧するミストノズル６と、循環用ファン１１ａにより通風される空気を熱源機１７
からの温水にて加熱する温風用熱交換器１０と、温風用熱交換器１０への温水の供給を開
閉する暖房用開閉弁１８と、浴室温度を検知する浴室温度サーミスタＴＨ３と、ミストノ
ズル６に連通されて水道水のような上水が供給されるミスト用給水管路２１と、ミスト用
給水管路２１を流れるミスト用の水を熱源機１７からの温水にて加熱するミスト用熱交換
器２７と、熱源機１７からの温水をミスト用熱交換器２７に供給するミスト加熱用加熱管
路２５と、ミスト加熱用管路２５を流れる温水の流れを制御する比例弁２６と、を具備し
、ミストノズル６から温水のミストを噴霧すると共に温風を吹き出し口５から吹き出して
浴室１の洗い場７に居る入浴者Ｈがミストサウナ浴をし得るようにすると共に、ミストノ
ズル６のミストを噴出する向きを洗い場７側に向けて固定的に設け、吹き出し口５から吹
き出す温風の向きを可変し得る風向可変手段を設けるとともに、ミストノズル６から温水
のミストを噴霧すると共に吹き出し口５から温風を吹き出してミストサウナ浴をするとき
風向可変手段により温風の吹き出す風向を変えることによって温風の吹き出し方向に温水
のミストの飛翔方向を沿わせて温水のミストの飛翔方向を可変し得るようにしたミストサ
ウナ装置であって、浴室温度サーミスタＴＨ３で検知する浴室温度から設定温度を減算し
てなる温度偏差Ｋが大きい程、循環用ファン１１ａの風量レベルを小さくし、循環用ファ
ン１１ａの風量レベルを小さくしても温度偏差Ｋが大きくなって行く場合には、循環用フ
ァン１１ａの回転を継続した状態で比例弁２６の開度を絞ってミスト噴霧温度を下げるこ
とを特徴とする。
【０００７】
　上記構成によれば、ミストノズル６から洗い場７に向けてミストを噴霧するとき、吹き
出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出すと、温風に乗って洗い場７の方に飛翔して
洗い場７に居る入浴者Ｈにミストを当てることができて強力なミストサウナ浴ができる。
また吹き出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出すとき、風向可変手段により温風の
吹き出す風向を変える、温風に乗って飛翔するミストの飛翔方向を変えることができ、入
浴者Ｈの上半身にミストを浴びたり、下半身にミストを浴びたりするミストサウナ浴がで
きる。
　また本発明の請求項２のミストサウナ装置は、請求項１において、風向可変手段は風向
スイッチ８の操作により可動ルーバー９を回動して温風の吹き出す風向を変更することを
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特徴とする。これにより、風向スイッチ８を操作することで可動ルーバー９を回転させて
吹き出し口５を開閉したり、吹き出し口５から吹き出す風向を変えることができるように
なる。
　また本発明の請求項３のミストサウナ装置は、請求項２において、ミストノズル６より
洗い場７側に温風の吹き出し口５を配置し、ミストノズル６から温水のミストを噴霧する
と共に吹き出し口５から温風を吹き出してミストサウナ浴をする際に、吹き出し口５から
下方に温風を吹き出すようにしたときは吹き出し口５から吹き出す温風がエアーカーテン
となって洗い場７側にミストが行きにくいようにしたことを特徴とする。この場合、風向
スイッチ８の操作で可動ルーバー９を回動して吹き出し口５から下方に向けて温風を吹き
出すと、吹き出し口５から吹き出す温風がエアーカーテンとなって洗い場７にミストが行
きにくくなり、洗い場７に居る入浴者Ｈにミストが直接かからなくてマイルドなミストサ
ウナ浴ができる。
【０００８】
　また本発明の請求項４のミストサウナ装置は、請求項１または請求項３において、スイ
ッチの操作でミストノズル６のミストの噴出量の強弱を切り替えるミスト量切り替え手段
を設けたことを特徴とする。この場合、吹き出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出
して強力なミストサウナ浴するとき、スイッチの操作でミスト量切り替え手段を切り替え
てミストノズル６からのミスト噴出量を強にすると、多量のミストが入浴者Ｈに当ってよ
り強力なミストサウナ浴ができる。また吹き出し口５から下方に向けて温風を吹き出して
マイルドなミストサウナするとき、スイッチの操作でミスト量切り替え手段を切り替えて
ミストノズル６からのミスト噴出量を弱にすると、一層ミストが入浴者Ｈに直接当たらな
くてよりマイルドなミストサウナ浴ができる。
【０００９】
　また本発明の請求項５のミストサウナ装置は、請求項１乃至請求項４のいずれかにおい
て、温風用熱交換器１０に循環用ファン１１ａで送風することにより得られた温風を吹き
出し口５から吹き出すようにし、循環用ファン１１ａの風量を変えて吹き出し口５から吹
き出す温風の風量を変えることにより浴室１の温度を制御するようにしたことを特徴とす
る。上記のように吹き出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出して強力なミストサウ
ナ浴をするとき浴室温度を高く設定することで大風量の温風が入浴者Ｈに当てられより一
層の強力なミストサウナ浴を行なうことができる。また吹き出し口５から下方に温風を吹
き出して洗い場７にミストが行きにくいようにしてマイルドなミストサウナ浴を行なうと
き、浴室１の温度を低くすることで吹き出し口５から吹き出す温風の風量を少なくして温
風が入浴者Ｈに当らないようにしてより一層マイルドなミストサウナ浴を行なうことがで
きる。
【００１０】
　また本発明の請求項６のミストサウナ装置は、請求項１乃至請求項４のいずれかににお
いて、浴室１の温度を吹き出し口５から吹き出す温風の風量で制御するようにし、吹き出
し口５から吹き出す温風の風向を洗い場７側に向けて強力なミストサウナ浴をするときは
スイッチ操作で浴室１の設定温度を高くして温風の送風量を増大させられるようにしたこ
とを特徴とする。このようにして強力なミストサウナ浴を容易に実現できる。
【００１１】
　また本発明の請求項７のミストサウナ装置は、請求項３または請求項４において、吹き
出し口５から下方に温風を吹き出すように風向を変えて温風のエアーカーテンでミストが
洗い場７側に行きにくいようにしてマイルドなミストサウナ浴をするとき、スイッチ操作
でミスト噴出量が弱になるようにミスト量切り替え手段を切り替えられるようにしたこと
を特徴とする。このようにしてマイルドなミストサウナ浴を容易に実現できる。
【００１２】
　また本発明の請求項８のミストサウナ装置は、請求項４乃至請求項７のいずれかにおい
て、ミスト量切り替え手段は２個のミストノズル６から温水のミストを同時に噴霧するか
２個のミストノズル６の一方から温水のミストを噴霧するかで切り替えることを特徴とす
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る。このようにすることでミスト量の強弱の切り替えが容易にできる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は叙述の如くミストノズルから洗い場に向けてミストを噴霧するとき、風向スイ
ッチの操作で可動ルーバーを回動して吹き出し口から洗い場に向けて温風を吹き出すと、
温風に乗ってミストが洗い場の方に飛翔して洗い場に居る入浴者にミストを当てることが
できて強力なミストサウナ浴ができるという効果があり、またこの状態でスイッチの操作
によりミスト量切り替え手段を切り替えてミストノズルからのミスト噴出量を強にすると
、多量のミストが入浴者に当ってより強力なミストサウナ浴ができるという効果があり、
また吹き出し口から洗い場に向けて温風を吹き出すとき、風向スイッチの操作で可動ルー
バーを回動すると、温風に乗って飛翔するミストの飛翔方向を変えることができ、入浴者
の上半身にミストを浴びたり、下半身にミストを浴びたりするミストサウナ浴ができると
いう効果があり、また風向スイッチの操作で可動ルーバーを回動して吹き出し口から下方
に向けて温風を吹き出すと、吹き出し口から吹き出す温風がエアーカーテンとなって洗い
場にミストが行きにくくなり、洗い場に居る入浴者にミストが直接かからなくてマイルド
なミストサウナ浴ができるという効果があり、またこの状態でスイッチの操作によりミス
ト量切り替え手段を切り替えてミストノズルからのミスト噴出量を弱にすると、一層ミス
トが入浴者に直接当たらなくてよりマイルドなミストサウナ浴ができるという効果がある
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
図１乃至図４に示すように本発明のミストサウナ装置はユニットバスのような浴室１にミ
ストサウナ機能付き浴室暖房機（以下単に浴室暖房機という）Ａを設置して構成されてい
る。この浴室暖房機Ａは浴室１内の暖房をしたり、浴室１内の換気をしたり、浴室１内に
干した洗濯物を乾燥したり、浴室１内に温水のミストを噴霧すると共に温風を吹き出して
ミストサウナ浴を行ったりする機能を有する。本例の場合、浴室暖房機Ａは暖房以外に換
気や乾燥の機能を有する所謂浴室暖房乾燥機であるが、乾燥や換気がない暖房や送風の機
能を有するだけのものでもよい。
【００１５】
　また浴室暖房機Ａを浴室１に設置するとき、浴槽２の上方の位置で浴室１の天井３に浴
室暖房機Ａを設置してある。浴室暖房機Ａの浴室暖房機本体１２は浴室１の天井裏に配置
してあり、吊り金具１３にて天井スラブ等に吊り支持してあり、浴室暖房機本体１２の下
面を浴室１の天井３の開口部１４に臨ませてある。天井３の下から開口部１４を覆うよう
にグリル板１５を配置してあり、グリル板１５を浴室暖房機本体１２の下面側に取り付け
てある。
【００１６】
　浴室暖房機本体１２内には温風用熱交換器１０や送風機１１を内装してある。この温風
用熱交換器１０は内部に温水を通すことで外部を流れる空気と熱交換するようになってい
る。この温風用熱交換器１０は浴室暖房機本体１２に配管した暖房用温水管路１６の途中
に配置してあり、暖房用温水管路１６には給湯暖房機のような熱源機１７から温水が供給
されるようになっている。暖房用温水管路１６の途中には温風用熱交換器１０への温水の
供給を開閉する熱動弁のような暖房用開閉弁１８を設けてあり、暖房用温水管路１６の途
中にはこの管路を流れる温水の温度を検出する暖房温水サーミスタＴＨ２を配置してある
。また送風機１１には循環用ファン１１ａと換気用ファン１１ｂとがある。また浴室暖房
機本体１２の下面側には循環用ファン１１ａで送風される空気を吹き出す吹き出し口５を
設けてあり、この吹き出し口５には可動ルーバー９を回転自在に装着してあり、可動ルー
バー９を回転することにより吹き出し口５を開閉したり、吹き出し口５から吹き出す風向
を変えることができるようになっている。この可動ルーバー９はモータで回転駆動される
ようになっている。グリル板１５には浴室１内の空気を吸い込む吸い込み口１９を設けて
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あり、この吸い込み口１９の近傍には浴室温度サーミスタＴＨ３を配置してある。
【００１７】
　また浴室暖房機Ａにはミストサウナの機能を持たせるためのミストサウナ部２０を組み
込んである。ミストサウナ部２０のミストノズル６はグリル板１５の部分に配置してあり
、ミスト用給水管路２１をミストノズル６に連通させてある。本例の場合、ミストノズル
６として２つのミストノズル６ａ，６ｂがあり、各ミストノズル６ａ，６ｂは０．５リッ
トル／ｍｉｎ程度の流量で温水のミストを噴霧するようになっている。ミストノズル６ａ
，６ｂの手前には電磁弁のようなミスト開閉弁２２ａ，２２ｂを設けてあり、ミスト開閉
弁２２ａ，２２ｂの開閉にてミストノズル６ａやミストノズル６ｂから選択的に温水のミ
ストが噴霧されるようになっている。２つのミストノズル６ａ，６ｂから温水のミストを
噴霧すると、強のミスト量でミストを噴霧でき、一方のミストノズル６ａまたはミストノ
ズル６ｂから温水のミストを噴霧すると、弱のミスト量で噴霧できるようになっている。
本例の場合、ミストサウナ部２０は浴室暖房機本体１２の上に搭載してある。
【００１８】
　ミスト用給水管路２１には水道水のような上水が供給されるようになっており、入口側
から順にストレーナ２３、電磁弁のような給水開閉弁２４を設けてある。上記暖房用温水
管路１６には温風用熱交換器１０と並列になるようにミスト加熱用管路２５を設けてあり
、このミスト加熱用管路２５の途中にはミスト加熱用管路２５を流れる温水の流れを制御
する比例弁２６を設けてある。またミスト加熱用管路２５とミスト用給水管路２１との間
にはプレート式熱交換器などの液―液熱交換器であるミスト用熱交換器２７を配置してあ
り、ミスト加熱用管路２５を流れる温水でミスト用給水管路２１を流れるミスト用の水が
加熱されるようになっている。ミスト用熱交換器２７とミスト開閉弁２２ａ，２２ｂとの
間でミスト用給水管路２１からミスト用排水管路２８を分岐してあり、ミスト用給水管路
２１内の水をミスト用排水管路２８から浴室１内または浴室１外に排出できるようになっ
ている。ミスト用排水管路２８には電磁弁のような排水開閉弁２９と負圧を発生して排水
が逆流するのを防止するバキュームブレーカ３０を設けてある。またミスト用熱交換器２
７とミスト開閉弁２２ａ，２２ｂとの間でミスト用給水管路２１にはミスト用給水管路２
１を流れる温水の温度を検出するミスト温水サーミスタＴＨ１を配置してある。
【００１９】
　浴室暖房機Ａにはミストノズル６を上記のように設けてあるが、このミストノズル６の
向きは洗い場７側に向けて固定的に設けてある。このミストノズル６を洗い場７側に向け
る角度αは鉛直方向に対して例えば２０°である。このミストノズル６と吹き出し口５と
の位置関係はミストノズル６より吹き出し口５が洗い場７側に位置するようにしてある。
【００２０】
　また浴室暖房機Ａは浴室１の外の脱衣所に設けた脱衣所操作器３１や浴室１内に設けた
浴室操作器３２にてリモコン操作されるようになっている。脱衣所操作器３１には図５に
示すようにタイマー表示部３３、タイマー設定スイッチ３４、風向スイッチ８、ミストサ
ウナスイッチ３５、乾燥スイッチ３６、暖房スイッチ３７、涼風スイッチ３８、換気スイ
ッチ３９、停止スイッチ４０を設けてある。風向スイッチ８を操作すると、可動ルーバー
９が回動して吹き出し口５から吹き出す風向きを図７に示すようにＬ１からＬ８の段階に
変えることができるようになっており、風向きを洗い場７側に向けたり下方に向けたり、
浴槽２側に向けたりできるようになっている。また可動ルーバー９をスイングさせる切り
替えもできるようになっている。浴室操作器３２には図６に示すように状態表示部４１、
ミストサウナスイッチ３５、ミストスイッチ４２、温度設定スイッチ４３、暖房スイッチ
３７、涼風スイッチ３８、風向スイッチ８、ミスト入浴時間のストップウォッチのスター
トストップスイッチ４５、リセットスイッチ４６を設けてある。
【００２１】
　脱衣所操作器３１または浴室操作器３２の暖房スイッチ３７を操作して浴室１内の暖房
運転をした場合、暖房用開閉弁１８を開いて温風用熱交換器１０に温水が供給され、換気
用ファン１１ｂの停止状態で循環用ファン１１ａが駆動され、可動ルーバー９が開状態に



(7) JP 4612364 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

されて吹き出し口５が開かれる。これにより浴室１内の空気が吸い込み口１９から浴室暖
房機本体１２内に吸い込まれ、温風用熱交換器１０で温水と熱交換することで加熱された
温風が吹き出し口５から吹き出されるように空気が循環し、浴室１内の暖房がされる。こ
のとき暖房スイッチ３７の強弱切り替えにて循環用ファン１１ａの送風量を変えて強弱の
切り替えができる。
【００２２】
　脱衣所操作器３１の換気スイッチ３９を操作して浴室１の換気をする換気運転をした場
合、暖房用開閉弁１８が閉じられて温風用熱交換器１０への温水の循環が停止されており
、循環用ファン１１ａを停止した状態で換気用ファン１１ｂが駆動され、可動ルーバー９
が閉状態にされて吹き出し口５が閉じられる。これにより、浴室１内の空気が吸い込み口
１９から浴室暖房機本体１２内に吸い込まれ、排気ダクト４７を介して外部に排気され、
浴室１内の換気が行われる。このとき、換気スイッチ３９の強弱の切り替えにて換気用フ
ァン１１ｂの送風量を変えて強弱の切り替えができる。
【００２３】
　脱衣所操作器３１の乾燥スイッチ３６を操作して浴室１内の乾燥をしたり、浴室１内に
干した洗濯物を乾燥したりする乾燥運転をした場合、暖房用開閉弁１８が開かれて温風用
熱交換器１０に温水が供給され、循環用ファン１１ａ及び換気用ファン１１ｂが駆動され
、可動ルーバー９が開状態にされて吹き出し口５が開かれる。これにより浴室１内の空気
が吸い込み口１９から浴室暖房機本体１２内に吸い込まれ、温風用熱交換器１０で温水と
熱交換することで加熱された温風が吹き出し口５から吹き出すように空気が循環し、一方
、浴室暖房機本体１２内に吸い込まれた空気の一部が排気ダクト４７を介して外部に排気
される。これにより浴室１内の湿度が下がり、浴室１内の乾燥や浴室１内に干した衣類の
洗濯物の乾燥が行われる。このとき乾燥スイッチ３６を操作することで浴室１の乾燥と衣
類の乾燥とが選択される。
【００２４】
　脱衣所操作器３１または浴室操作器３２の涼風スイッチ３８を操作して浴室１内に涼風
を送風する運転をした場合、暖房用開閉弁１８を閉じて温風用熱交換器１０への温水の供
給が停止されており、換気用ファン１１ｂを停止状態にした状態で循環用ファン１１ａが
駆動され、可動ルーバー９を開状態にして吹き出し口５が開かれる。これにより、浴室１
内の空気が吸い込み口１９から浴室暖房機本体１２内に吸い込まれ、吹き出し口５からそ
の空気が吹き出されるように空気が循環し、浴室１内に涼風の送風が行われる。
【００２５】
　脱衣所操作器３１や浴室操作器３２のミストサウナスイッチ３５を操作してミストサウ
ナ運転をした場合、給水開閉弁２４が開かれてミスト用給水管路２１に給水されると共に
比例弁２６が開かれてミスト加熱用管路２５に温水が循環させられる。これによりミスト
用熱交換器２７にてミスト用給水管路２１を流れる水が加熱されて温水がミスト用給水管
路２１を流れる状態となる。この状態でミスト開閉弁２２ａ，２２ｂが開かれて温水のミ
ストがミストノズル６ａ，６ｂから噴霧される。一方ミストサウナ運転をしたとき、暖房
用開閉弁１８を開いて温風用熱交換器１０に温水が供給され、換気用ファン１１ｂの停止
状態で循環用ファン１１ａが駆動され、可動ルーバー９が開状態にされて吹き出し口５が
開かれる。これにより浴室１内の空気が吸い込み口１９から浴室暖房機本体１２内に吸い
込まれ、温風用熱交換器１０で温水と熱交換することで加熱された温風が吹き出し口５か
ら吹き出されるように空気が循環し、浴室１内の暖房がされる。このようにミストノズル
６ａ，６ｂからミストが噴霧されると共に温風で暖房されることによりミストサウナ浴が
行なわれる。このときミストサウナスイッチ３５を操作することによりミストサウナ強の
状態とミストサウナ弱の状態に切り替えることができる。ミストサウナ強の状態に切り替
えると、一対のミストノズル６ａ，６ｂの両方からミストが噴霧され、ミストサウナ弱の
状態に切り替えると、ミストノズル６ａまたはミストノズル６ｂのいずれか一方からミス
トが噴霧される。
【００２６】
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　ミストノズル６ａ，６ｂのミストの噴出する角度αは例えば２０°の角度として固定的
に洗い場７側に向けてあるが、吹き出し口５から吹き出す温風の向きは風向スイッチ８を
操作することにより可動ルーバー９を回動して変更できるようになっている。そして吹き
出し口５から温風を吹き出す向きを洗い場７側に向けると、図８（ａ）に示すように吹き
出し口５から吹き出される温風に乗ってミストが洗い場７の方に飛翔して多量のミストが
入浴者Ｈに当って強力なミストサウナ浴ができる。図８でＭはミスト、Ｗは温風である。
また吹き出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出すとき、風向スイッチ８の操作で洗
い場７側に向けて吹き出す風向を調整することにより温風に乗って飛翔するミストの飛翔
方向を変えることができ、入浴者Ｈの上半身にミストを浴びたり、下半身にミストを浴び
たりするミストサウナ浴ができる。このときミストサウナスイッチ３５をミストサウナ強
の状態にしてあると、ミストノズル６ａ，６ｂの両方からミストを噴霧して多量のミスト
が入浴者Ｈに当ってより強力なミストサウナ浴を行うことができる。このように吹き出し
口５から吹き出す温風の向きを洗い場７側に向けて入浴するとき、温度設定スイッチ４３
を操作して浴室１の温度を高く設定することで吹き出し口５から吹き出される温風の送風
量が増加し、入浴者Ｈに多量の温風が当るようになり、より一層強力なミストサウナ浴を
行うことができる。
【００２７】
　また風向スイッチ８を操作して吹き出し口５から温風を吹き出す向きを下方に向けると
、図８（ｂ）のように吹き出し口５から吹き出す温風がエアーカーテンとなって洗い場７
にミストが行きにくくなり、洗い場７に居る入浴者Ｈにミストが直接かからなくてマイル
ドなミストサウナ浴ができる。このとき、ミストサウナスイッチ３５の操作でミストサウ
ナ弱の状態にしてあると、ミストノズル６ａまたはミストノズル６ｂのいずれか一方から
ミストを噴霧してミスト量を少なくし、一層ミストが入浴者Ｈに直接当らなくてよりマイ
ルドなミストサウナ浴を行うことができる。またこのように吹き出し口５から吹き出す温
風の向きを下方に向けて入浴するとき、温度設定スイッチ４３を操作して浴室１の温度を
低く設定することで温風の風量を少なくし、温風が入浴者Ｈに当らないようにして一層マ
イルドなミストサウナ浴を行うことができる。
【００２８】
　また上記のようにミストノズル６ａ，６ｂの洗い場７側に向ける角度αを２０°にする
と、ミスト量の強弱や吹き出し口５から吹き出す温風の風量によらず、風向きが下方のと
き（０°～－３０°の風向設定）は、ミストが下方に流れてエアーカーテン効果が得られ
る。このとき、風向きを－３０°に設定すれば、更に洗い場７側へのミストの飛散を確実
に防止できる。また吹き出し口５から洗い場７に向けて温風を吹き出すとき、風向が＋３
０°位であるとミストが洗い場７に流れる。このとき、風向を≧２０°で噴霧した方がミ
ストは洗い場７に確実に届く。またミストノズル６ａ，６ｂの角度αを２０°にするのは
、浴室暖房機Ａが浴室１の浴槽２の真上の天井３に設置され、ミストノズル６ａ，６ｂが
浴室１の浴槽２側の壁に近いため、ミストが浴室１の浴槽２側の壁に衝突することにより
ミストの使用効率が悪くなるのを防止するためである。
【００２９】
　上記のようにミストサウナ浴をするとき浴室１の設定温度に応じて温風吹き出し口５か
ら吹き出す温風の風量レベルを段階的に調整して浴室１の温度が設定温度になるように制
御される。つまり、浴室温度サーミスタＴＨ３で検出する浴室温度より設定温度が高い程
温風の風量レベルが段階的に上げられるようになっている。また浴室１の温度が設定温度
に達した後は、浴室１の温度が設定温度を維持するように温風のレベルが制御される。
【００３０】
　ところが、一般的に循環用ファン１１ａの風量レベルを小さくし過ぎると、温風の熱が
浴室１内の天井３付近にこもるようになり、このとき天井３付近に設置される浴室温度サ
ーミスタＴＨ３は、天井３付近の温度を検知しているため、浴室温度サーミスタＴＨ３の
検知温度が設定温度より高いにも拘わらず、入浴者Ｈが居る浴室１の下方付近の温度が低
過ぎるということがある。つまり、天井３付近と入浴者Ｈの居る浴室１下方付近との間で
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温度ギャップが大きくなる。
【００３１】
　そこで本例の場合、温度偏差Ｋ（＝浴室温度サーミスタＴＨ３で検知する浴室温度－設
定温度）が小レベル（例えば０～＋３）の段階では、暖房負荷が大きい状態（入浴者Ｈが
居る浴室１下方付近の温度が低い）と予測して、例えば図９（ａ）に示すように温度偏差
Ｋに応じて循環用ファン１１ａの風量レベルを最大風量Ａ１から最小風量Ａ５までの５段
階（Ａ１＞Ａ２＞Ａ３＞Ａ４＞Ａ５）で変化させる。具体的には温度偏差Ｋが＋１のとき
は風量レベルをＡ２からＡ３に１段階下げ、温度偏差Ｋが＋２のときはＡ３からＡ４に１
段階下げる。最終的にＡ５の段階まで下げたときは暖房用開閉弁１８を全閉状態にして温
風用熱交換器１０の加熱を停止するが、この加熱停止状態でも循環用ファン１１ａは微風
量で回転している。
【００３２】
　また上記のように循環用ファン１１ａの風量レベルを小さくしても温度偏差Ｋが大きく
なって行く場合（本例では、＋４～＋６）は、暖房負荷が小さい状態（入浴者Ｈが居る浴
室１下方付近の温度がある程度高い）と予測して、例えば図９（ｂ）に示すように比例弁
２６の開度を段階的に絞ることでミスト噴霧温度を例えば５℃きざみで４段階（Ｂ１＞Ｂ
２＞Ｂ３＞Ｂ４）で変化させる。具体的には温度偏差Ｋが＋４のときは比例弁２６を１段
絞ってミスト噴霧温度をＢ１からＢ２に１段階下げ、温度偏差Ｋが＋５のときは同様にし
てミスト噴霧温度をＢ２からＢ３に１段階下げる。最終的にＢ４の段階まで下げると比例
弁２６を全閉状態にしてミスト用熱交換器２７の加熱を停止するが、この加熱停止状態で
もミストは噴霧されている。
【００３３】
　このように、天井３付近と入浴者Ｈの居る浴室１下方付近との間で温度差があることを
見越して、循環用ファン１１ａの回転数制御からミスト噴霧温度の制御に切り替えること
によりミストサウナ浴の途中で浴室１下方付近の温度が上がり過ぎたり、下がり過ぎたり
するのを極力防止できるようになる。
【００３４】
　また浴室操作器３２のミストスイッチ４２を操作してミスト運転をした場合、給水開閉
弁２４が開かれてミスト用給水管路２１に給水されると共に比例弁２６が開かれてミスト
加熱用管路２５に温水が循環させられる。これによりミスト用熱交換器２７にてミスト用
給水管路２１を流れる水が加熱されて温水がミスト用給水管路２１を流れる状態となる。
この状態でミスト開閉弁２２ａ，２２ｂが開かれて温水のミストがミストノズル６ａ，６
ｂから噴霧される。このときミストスイッチ４２を操作することによりミスト強の状態と
ミスト弱の状態に切り替えることができる。ミスト強の状態に切り替えると、一対のミス
トノズル６ａ，６ｂの両方からミストが噴霧され、ミスト弱の状態に切り替えると、ミス
トノズル６ａまたはミストノズル６ｂのいずれか一方からミストが噴霧される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明ミストサウナ装置の実施の形態の一例を示す断面図である。
【図２】同上の浴室暖房機の内部の配管を説明する管路図である。
【図３】同上の浴室暖房機を浴室に設置した状態の一部切欠斜視図である。
【図４】同上の浴室暖房機を下方から見た状態の斜視図である。
【図５】同上の脱衣所操作器の正面図である。
【図６】同上の浴室操作器の正面図である。
【図７】同上の風向スイッチにより風向を変える状態の説明図である。
【図８】（ａ）（ｂ）は同上のミストサウナの状態を説明する説明図である。
【図９】（ａ）（ｂ）は浴室の温度制御を説明する説明図である。
【符号の説明】
【００３６】
　Ａ　浴室暖房機　
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　１　浴室
　２　浴槽
　３　天井
　５　吹き出し口
　６　ミストノズル
　７　洗い場
　８　風向スイッチ
　９　可動ルーバー
　１０　温風用熱交換器
　１１　送風機
　１１ａ循環用ファン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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